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キ ー ワ ー ド で 日

今月の 
キーワード

本 が わ か る !

【新gTLD＝新generic Top Level Domain】しんじぇねりっくとっぷれべるどめいん
トップレベルドメイン（「 .jp」や「 .com」等）のうち、「 .jp」のような国別のドメイン以外を分野
別トップレベルドメインという。現在は「 .com」や「 .net」など22種類に限られているが、新た
なドメイン名の導入が進められており、早ければ平成25年に利用可能となる予定。

新gTLD

私たちがインターネットでWEB
を閲覧したり、メールの送信に欠
かせないのがドメイン名。たとえ
ば、www.soumu.go.jpや、●
●● .net など。いわば、インター
ネット上の住所にあたります。新
gTLDとは、いわば新住所。しかも
「music」（音楽）や「tokyo」（東
京）など様々なドメインが加わる予
定です。

、

M
onthly keyw
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通
信
の
相
手
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特
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す
る
た
め
に
使
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れ
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ド
メ
イ
ン
名
は
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な
い
よ
う
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国

際
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な
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織
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Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｎ
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。
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ベ
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。
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さ
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。
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Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｎ
は
、
新
た
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を
利
用
し
た
い
と
の
要
望
を
受
け
、
地
名

や
企
業
の
名
称
な
ど
新
し
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の
導
入

を
決
め
ま
し
た
。

　

Ｉ
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Ｎ
Ｎ
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1
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ら
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ま
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T
L
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請
を
募
集
し
、

１
９
３
０
件
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
の

自
治
体
や
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業
か
ら
は「.tokyo

」「.okinaw
a

」
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」
な
ど
が
申
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｎ
は
申
請
さ
れ
た
ド
メ
イ

ン
名
や
申
請
者
な
ど
を
公
表
し
、コ
メ
ン
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公

表
か
ら
60
日
）
や
異
議
申
立
て
（
公
表
か
ら

7
カ
月
以
内
）を
受
け
付
け
て
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ま
す
の
で
、

詳
細
は
左
の
U
R
L
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覧
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だ
さ
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。
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本
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国
）
な

ど
国
名
を
表
し
た
も
の
で
、
現
在
約

２
５
０
種
類
あ
り
ま
す
。

地域のPRに活用

インターネット版「ご当地ナンバー」とし
て、地域への愛着や一体感を作ることに
役立ちます。「visit.tokyo」や「kimono 
.kyoto（着物.  京都）」などのインパクト
のあるアドレスにより、観光、名産品の情
報を発信することが期待されます。

企業や団体の
広報・営業に活用

地名や商品名ごとにドメイン名を登録し
て、新たな広告宣伝を行うことが増えて
おり、民間企業や団体などの広報戦略や
営業戦略に役立つことが期待されます。

どんなことができるの？

ICANNによる申請内容の公開
http://newgtlds.icann.org/en/
program-status/application-results

総務省報道発表
http://www.soumu.go.jp/menu_news/
s-news/01kiban04_02000038.html
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.music

.sport

.okinawa

.tokyo

「.com」
「.net」以外にも

いろいろ
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特集

信書のルール
「信書」とは、郵便法及び信書便法によって、「特定の受取人に対し、
差出人の意思を表示し、又は事実を通知する文書」と定められています。
平成15年4月から、民間事業者も総務大臣の許可を得ていれば、

信書の送達が行えるようになりました。
信書を正しく送るためにルールを理解しておきましょう。

正しく送ろう

信書ってなに？

特定の受取人に対して、差出人の
考えや思いを表現し、または現実
に起こり、存在する事柄などの事
実を伝える文書を「信書」といい
ます。「文書」とは、文字や記号、
符号など、人の知覚で認識できる
情報が記載された紙などのこと。
CDやDVD、USBメモリなどは
信書にはあたりません。

信書にあたるもの

● 書状
 手紙、はがきなど

● 請求書の類
  納品書、領収書、見積書、 
願書、申込書、依頼書など

● 
  結婚式等の招待状、 
業務を報告する文書

● 許可書の類
  免許証、認定書、 
表彰状など

  印鑑証明書、納税証明書、戸籍謄本、 
住民票の写しなど

● 
・ 文書自体に受取人が記載されている文書
・  商品の購入などの利用関係、契約関係など
特定の受取人に差し出す趣旨が明らかな文
言が記載されているもの

信書にあたらないもの

● 書籍の類
  新聞、雑誌、会報、会誌、手帳
カレンダー、ポスターなど

、  

●
 通信販売のカタログなど

 カタログ

● 小切手の類
 手形、株券など

● プリペイドカードの類
 商品券、図書券など

● 証明書の類
 

● 乗車券の類
  航空券、定期券、 
入場券

 

● 
 キャッシュカード、ローンカード

● 会員カードの類
  入会証、ポイントカード  
マイレージカード

● 
  街頭配布や新聞折り込みを前提と
したチラシ、店頭配布を前提とし
たパンフレットやリーフレットなど

● 
  説明書の類 (市販の食品・医薬品・機器などの取扱説明書、定款、約款、目論見書など)、 
求人票、配送伝票、名刺、パスポート、振込用紙、出勤簿

その他
 

クレジットカードの類

、  

ダイレクトメール

会議招集通知の類
 

 

ダイレクトメール
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Q8

Q9 Q3

Q10 Q4

Q5

Q6 Q1

Q7 Q2

受け取った文書を差出人に これって信書？

Q&A
送ろうとするものが信書にあたるかどうか、判断がむずかしい場合もありますね。

総務省に、とくに多く寄せられた問い合わせに対する、一般的な回答をご覧ください。

法人あての文書も
信書になりますか？

　受取人は個人か
法人かを問いま

せん。差出人がその意
思の表示または事実の
通知を受ける者として
「○○会社　御中」と
記載していれば、それ
は○○会社に対しての
意思の表示または事実
の通知となるため信書
に該当します。

会社内での他部署あての
文書も信書になりますか？

　会社内のある部
署から別の部署

にあてた場合でも、差
し出す部署からの意思
を表示し、または事実
を通知する文書であれ
ば、信書に該当します。

個人情報が含まれる文書は
すべて信書になりますか？

　信書に該当する
か否かは、個人

情報を含むか否かによ
ってではなく、その文
書の内容が、特定の受
取人に対して、差出人
の意思を表示したり、
事実を通知するもので
あるか否かによって判
断されます。

封筒に「親展」とあったら
すべて信書になりますか？

　封筒に「親展」の記載があっても、必ずしも信
書に該当するとは限りません。信書に該当す

るか否かは、その封筒に収められた文書の内容が、
特定の受取人に対して、意思を表示したり、事実を
通知するものであるか否かによって判断されます。

電磁的記録物はなぜ
信書ではないのですか？

　電磁的記録物 
（情報をCD、

DVD、USBメモリ等
に電子データとして
記録したもの）は、
その物を人が見るだ
けでは情報の内容が
わからないため、信
書に該当しません。

特定の方ではなく、広く
一般向けに作ったお知らせ
文書は信書になりますか？ 

　店内で不特定の方に
配布中のお知らせを顧

客に送付する場合など、特
定の方ではなく、広く一般に
向けて事実を通知する文書
は信書に該当しません。一
方、会員限定のセール案内
を会員に送付する場合など
特定の受取人に対して意思
を表示したり事実を通知す
る文書は信書に該当します。
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自己の証明書のコピーを
家族に送ることは

信書の送達になりますか？

　証明書や許可書は、
発行元からその証明

や許可を受ける者へ送付
する場合、差出人から特定
の受取人に対して意思を表
示し、または事実を通知す
る文書であるため信書に該
当します。一方、その証明
書等を受領した者が原本や
コピーを他所へ送付する場
合は信書に該当しません。

返送する場合は
信書の送達になりますか？

　たとえば、未記入の申込
用紙を送付する場合は、

特定の受取人に対する差出人
の意思を表示したり、事実を通
知する文書とはならないため、
信書に該当しませんが、その申
込用紙を受け取った申込人が、
必要な事項を記入した上で企業
等に送付する場合は、特定の受取人に対して差出
人の意思を表示したり、事実を通知する文書となる
ため、信書に該当します。

どのような文書が添え状・
送り状にあたりますか？ 

　貨物の送付と密
接に関連し、そ

の貨物を送付するた
めに従として添付され
る無封の添え状・送り
状は信書に該当しま
すが、貨物に添えて
送付することができま
す。（郵便法第４条第
３項）

履歴書は信書ですか？

　履歴書は一般的に、応募する会社等に対し、
自らの経歴や資格等の情報を通知する文書で

あり、特定の受取人に事実を通知する文書となる
ため、信書に該当します。一方、会社等による選考
後、当該履歴書を応募者に返送する場合は、会社
からの情報を通知する文書ではないため、信書に
は該当しません。



。

信書はどのサービスで送れるの？
信書を送ることができるのは、郵便事業株式会社と信書便事業者だけです。
信書を扱うサービスについてよく理解し、信書を正しく送りましょう。

大型信書便サービス 急送サービス 高付加価値サービス

  郵便法等の規定に基づき郵便事業株式会社により 
全国あまねく公平に提供される信書をはじめとする 
小型物品の送達サービスです。

● 郵便
 
 

  長さ40cm、幅30cmおよび厚さ３cm以下であり、 
重量が250g以下の信書便物を全国均一料金で、全国に 
おいて引き受け、原則3日以内に送達するサービスです。 
（このサービスを提供する信書便事業者の参入はございません。）

● 一般信書便役務
 
 
 

  特定の需要に応えるため、以下のいずれかに該当するもののみを提供するサービスです。  
（このサービスを提供する信書便事業者の参入は、平成24年5月末で378者です。）

● 特定信書便役務

支社A 営業所
本社

支社B
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その料金の額が
1,000円を超える

信書便物を送達するサービス

信書便物が差し出された時から
３時間以内に信書便物を
送達するサービス

長さ、幅および厚さの合計が
90cmを超え、

または重量が４kgを超える
信書便物を送達するサービス

特定信書便には
こんなサービスが！！

　
一
定
の
ル
ー
ト
を
巡
回
し
て
、
各
地

の
施
設
で
信
書
便
物
を
引
き
受
け
、
配

達
し
ま
す
。

　
た
と
え
ば
企
業
に
お
い
て
本
社
と
支

社
、
営
業
所
の
間
を
結
ん
だ
り
、
自

治
体
に
お
い
て
本
庁
、
出
張
所
、
学
校
、

図
書
館
な
ど
を
結
ん
だ
り
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

会
社
や
自
治
体
、

そ
の
関
係
先
で
の

文
書
の
や
り
と
り
に
！

　
各
種
の
お
祝
い
や
お
悔
や
み
な
ど
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

電
話
、
F
A
X
で
受
け
付
け
、
配
達

先
に
近
い
地
域
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー

ド
を
印
刷
し
ま
す
。
そ
の
カ
ー
ド
を
装

飾
が
施
さ
れ
た
台
紙
や
、
ぬ
い
ぐ
る

み
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど

と
い
っ
た
品
物
と
と
も
に
配
達
し
ま
す

個
人
か
ら
個
人
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を

送
り
た
い
と
き
！

詳しくは総務省ホームページをご覧ください

これは信書として送るもの？　この事業者は特定信書便事業者？
信書や事業者に関する詳しい情報を、下記ホームページでご紹介しています。

http://www.soumu.go.jp/yusei/shinsyo_top.html



平成24年度
「電波の日・情報通信月間
表彰・イベントが行われました

」
6月1日は電波の日です。また、毎年5月15日から6月15日を「情報通信月間」としています。

総務省では毎年、6月1日の電波の日に記念中央式典を開催し、
情報通信の発展に貢献した個人及び団体に対する表彰を行っています。

今年は今後の創作活動が期待されるデジタルコンテンツ制作者に対する奨励賞の表彰や、
地上テレビジョン放送の完全デジタル化関係者に対する感謝状の贈呈も行いました。

◀挨拶をする
　松崎総務副大臣

▼表彰式の模様

1  「なるほ
　 CM制
2  「石と稲
3  「正しい ）

■「地域

■「電波の日」総務大臣表彰
個人

団体

■ 地上テ
個人

団体

■「情報
個人

団体

■ 情報通

個人
志田林三郎

個人

団体

情報通信功
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▲記念中央式典会場風景

　

総
務
省
で
は
、
第
62
回
「
電
波
の
日
」

（
平
成
24
年
6
月
1
日
）
及
び
平
成
24

年
度
「
情
報
通
信
月
間
」（
同
年
5
月

15
日
〜
6
月
15
日
ま
で
）
に
あ
た
り
、

6
月
1
日
に
帝
国
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た

記
念
中
央
式
典
に
お
い
て
、「
電
波
の

日
」総
務
大
臣
表
彰
、「
情
報
通
信
月
間
」

総
務
大
臣
表
彰
、
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化
関
係
者
へ
の

感
謝
状
贈
呈
、「
地
域
発
デ
ジ
タ
ル
コ

ン
テ
ン
ツ
」
総
務
大
臣
奨
励
賞
の
表
彰

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
表
彰
は
、
情
報
通
信
の
発

展
に
貢
献
し
た
個
人
及
び
団
体
に
対
し

て
行
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、「
情
報
通
信
月
間
」
総
務
大

臣
表
彰
に
併
せ
て
、
情
報
通
信
月
間
推

進
協
議
会
会
長
か
ら
、
情
報
通
信
の
発

展
に
貢
献
し
た
個
人
及
び
団
体
に
対
す

る
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

６
月
１
日
に

帝
国
ホ
テ
ル
に
て

記
念
中
央
式
典
を
開
催

平成24年度「電波の日・情報通信月間」記念中央式典における表彰

ど空間（川口新名所）スキップシティ」（彩の国ビジュアルプラザ映像ミュージアム
作ワークショップ「なるほど空間（川口新名所）スキップシティ」制作チーム）
の藁でつくる壁土佐漆喰」（中脇修身）
奇跡の起こし方」（総合学園ヒューマンアカデミー那覇校「正しい奇跡の起こし方」制作チーム

発デジタルコンテンツ」総務大臣奨励賞 

1  服部 武　　上智大学理工学部 客員教授 
2  広瀬 道貞　前社団法人日本民間放送連盟 会長
3  三友 仁志　早稲田大学国際学術院 アジア太平洋研究科 教授 

1  釜石漁業用海岸局（局長：東谷 傳） 
2  一般社団法人 電波産業会 ISDB-T 海外普及派遣者グループ（代表：阪口 安司）
3  WINDS利用実験実施協議会 （会長：西原 明法）

レビジョン放送の完全デジタル化関係者への総務大臣感謝状贈呈
1  岡村 正 日本商工会議所 会頭  
2  草彅 剛 地デジメインキャラクター
3  故 成田 豊 株式会社電通 元代表取締役社長 
4  村井 純 慶應義塾大学 環境情報学部長・教授 

1  全国消費者団体連絡会（事務局長：阿南 久） 
2  全国地域活動連絡協議会（会長：髙木 美恵子）
3  公益財団法人 ボーイスカウト日本連盟 （理事長：奥島 孝康）
4  株式会社ローソン（代表取締役社長ＣＥＯ：新浪 剛史）

通信月間」総務大臣表彰
1  河合 輝欣 特定非営利活動法人 ASP・SaaS・クラウド  コンソーシアム 会長 
 株式会社ユー・エス・イー 取締役会長 
2  川口 文夫 一般社団法人 中部経済連合会 名誉会長
3  髙橋 紘士 国際医療福祉大学大学院 医療福祉学分野 教授
4  土井 美和子 株式会社東芝 研究開発センター 首席技監
5  森 紀元 株式会社シー・ティー・ワイ 代表取締役会長兼ＣＥＯ 
 社団法人 日本ケーブルテレビ連盟 監事

1  ジャパン・クラウド・コンソーシアム（会長：宮原 秀夫） 
2  新地町 （町長：加藤 憲郎）
3  東北コミュニティ放送協議会（会長：玉井 恒）
4  南相馬市 （市長：桜井 勝延）

信月間推進協議会会長表彰

1  石黒 浩　大阪大学大学院 基礎工学研究科 システム創成専攻 教授 
 株式会社国際電気通信基礎技術研究所 社会メディア総合研究所 
 石黒浩特別研究室 室長 フェロー

賞 

1  橋本 明　株式会社 エヌ・ティ・ティ・ドコモ 無線標準化推進室長

1  情報通信における安心安全推進協議会（会長：和田 紀夫） 
2  地域WiMAX推進協議会（会長：土居 範久）

績賞



（沖縄県那覇市）
5月24日
（木）

全国各地で開催された
情報通信月間イベント

平成２４年度の情報通信月間では、
「ＩＣＴで　安心安全　スマートライフ」をテーマに、

 全国各地で情報通信に関する様々な行事が開催されました。
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ＡＭラジオ製作講座と
放送局施設見学

株式会社新潟放送 本社（新潟県新潟市）

6月2日
（土）

ラ
ジ
オ
か
ら
放
送
が
聞
こ
え
て
感
激
し

て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
は
、
電
波
に
つ

い
て
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
A
M
ラ
ジ
オ

放
送
の
ス
タ
ジ
オ
な
ど
放
送
局
の
施
設

見
学
も
行
わ
れ
、
担
当
者
の
説
明
に
熱

心
に
質
問
す
る
な
ど
、
東
日
本
大
震
災

以
降
ラ
ジ
オ
が
注
目
さ
れ
て
い
る
様
子

が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
新
潟
放
送
の
主
催
で
開
催

さ
れ
た
「
A
M
ラ
ジ
オ
製
作
講
座
と

放
送
局
施
設
見
学
」
に
は
、
新
潟
市
周

辺
の
親
子
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
、「
A
M
放
送
と
災
害
時
の
情

報
伝
達
に
つ
い
て
」
の
講
演
を
聴
講
後
、

キ
ッ
ト
を
使
っ
た
A
M
ラ
ジ
オ
の
製

作
と
実
聴
を
体
験
し
ま
し
た
。
半
田
ご

て
に
よ
る
久
し
ぶ
り
の
工
作
に
夢
中
に

な
っ
て
い
る
親
御
さ
ん
や
、
完
成
し
た

AMラジオの製作と実聴の模様

講演「AM放送と災害時の情報伝達について」

AMラジオの製作と実聴
の模様

非常通信セミナー
ＫＫＲホテル熊本
（熊本県熊本市）

5月23日
（水）

　

九
州
総
合
通
信
局
は
、
九
州
地
方
非

常
通
信
協
議
会
及
び（
社
）九
州
テ
レ
コ

ム
振
興
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
に
よ
り
、

「
非
常
通
信
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
九
州
総
合
通

信
局
職
員
か
ら
、
九
州
総
合
通
信
局
に

お
い
て
検
討
を
行
っ
た
「
九
州
地
域
に

お
け
る
大
規
模
災
害
発
生
時
の
通
信
手

段
確
保
に
関
す
る
検
討
会
」
の
報
告
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
釜
石
市
水
道
事

業
所
の
所
長（
前
防
災
課
長
）か
ら「
災

害
時
及
び
災
害
後
の
通
信
手
段
に
つ
い

て
〈
釜
石
市
〉」
と
題
し
て
、
東
日
本

大
震
災
の
被
害
状
況
や
情
報
面
に
お
け

る
災
害
時
の
課
題
等
に
つ
い
て
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は
一

般
、
自
治
体
及
び
防
災
関
係
者
等
、
多

く
の
方
が
参
加
し
、
興
味
深
く
、
熱
心

に
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。

移動電源車を見
学する参加者

講演「災害時及び災害後の通信手段に
ついて＜釜石市＞」

防災通信講演会
沖縄産業支援センター

　

沖
縄
総
合
通
信
事
務
所
と
沖
縄
地
方

非
常
通
信
協
議
会
は
、
大
規
模
災
害
発

生
時
に
お
け
る
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

課
題
、
情
報
支
援
等
に
つ
い
て
理
解
と

認
識
を
深
め
る
た
め
に
、
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
講
演
終
了
後
は
、
Ｍ
Ｃ

Ａ
無
線
シ
ス
テ
ム
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
や
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
予

定
さ
れ
て
い
た
定
員
を
超
え
る
参
加
者

に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
防
災
に
対
す

る
参
加
者
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え

ま
し
た
。

講演「災害時に
おける防災行政
無線の役割」

機器について説明を受ける参加者

展示されたＭＣＡ
無線機器
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引っ越してもそのまま使えます！

s and
nicationsあなたの住基カードは

平成２４年７月９日から、住民基本台帳法が変わります。
これによって、住民基本台帳カードがさらに使いやすくなります。

引
っ
越
し
先
で
も

使
え
る
住
基
カ
ー
ド

　
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
交
付
地
市
区
町
村
外
へ

転
出
し
て
も
引
き
続
き
住
基
カ
ー

ド
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

転
入
届
の
際
に
窓
口
に
住
基
カ
ー

ド
を
提
示
し
、
カ
ー
ド
に
新
し
い

住
所
を
記
載
し
て
も
ら
え
ば
そ
の

ま
ま
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
転
入
届
を

し
た
日
か
ら
90
日
以
内
に
住
基

カ
ー
ド
を
窓
口
で
提
示
し
な
い
場

合
等
は
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
早
め
に

窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

。
裏面

表面

転入○月×日

公的証明書になる！

カンタンに電子申請できる！
住基カードに電子証明書を格納することで、

こんなこともできる！
●図書館の利用、図書の貸出等を行うサービス ●商店街での利用に応じたポイントを

パスポートの新規発給 口座の新規開設に 住民票の写しの交付請求

コンビニで住民票等の公的書類が取得できる！
住基カードを使えば最寄りのコンビニエンスストアで、お昼休みや夜間、さらに休
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さ
あ
、A
市
に

引
っ
越
し
だ

手
続
は
カ
ン
タ
ン
！

引
っ
越
し
た
と
き
に

住
基
カ
ー
ド
を
返
納
せ
ず
に
、

そ
の
ま
ま
継
続
し
て

使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ

引
っ
越
し
前
の

カ
ー
ド
を

引
っ
越
し
先
の

市
区
町
村
役
場
に

提
出
す
る
だ
け
！

そ
の
場
で
す
ぐ
に

手
続
で
き
て

便
利
ね
！

住
基
カ
ー
ド
、

返
さ
な
く
て
い
い
の
？

13
4 2

転入○月×日

住基カードってこんなに便利
「写真付き住基カード」は、金融機関や市区町村の窓口をはじめ、 様々な場面で公的な証明書としての利用が増えています。

※住民基本台帳カードを本人確認書類として取り扱うかどうかは、最終的には各事業者側の判断となりますので、一部の事業者では利用できない場合もあります。

● クレジットカード等の契約の際
● taspo（タスポ）の作成申請の際 
● 書留郵便等の受け取りの際
● 航空各社の各種割引運賃適用の際 

● 行政機関の個人情報開示請求の際
● 携帯電話の契約の際
● 利子、配当、償還金等の支払いを受ける際 

都道府県のパスポート申請窓口で、新規にパスポー
トを申請する際

銀行で口座を新規に開設する時や10万円超の振
込みの際

市区町村窓口で住民票の写しなどの交付請求をす
る時や戸籍の届出の際 

・電子申請には別途 ICカードリーダライタが必要です。 
・e-Taxについては、下記サイトをご参照ください。 
【e-Taxホームページ】 http://www.e-tax.nta.go.jp/ 
【公的個人認証サービス ポータルサイト】 http://www.jpki.go.jp/ 

インターネットを利用した電子申請（e-Taxなど）が利用できます。

※サービス提供時間：6:30～23:00（12/29～1/3を除く）
※セブン-イレブンで取得可能（平成25年度からは、他のコンビ二事業者でもコンビニ交付サービス開始予定）
※46市区町村で実施（コンビニ交付サービスを行っているかはお住まいの市区町村に確認してください。）

日でも自分の都合に合わせて取得できます。住民票等の公的書類が急に必要になっ
た時も、出先ですぐに取得できます。住民票のほかに市区町村によっては、印鑑登
録証明書、税・戸籍の証明書を取得できます。

※市区町村によって、住基カードを利用した独自のサービスを行っている場合があります。

 

● 公共施設の空き照会、予約等を行うサービス 
 

　活用するサービス
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行政評価等プログラムを
平成２４年度

決定しました！
行政評価局は、「行政評価局調査」、「政策評価の推進」、「行政相談」及び「独立行政法人評価」という機能を担い、

これらの総合発揮により、行政の制度、運営等の見直し、改善に取り組んでいます。

行
政
評
価
等

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
？

　
総
務
省
行
政
評
価
局
は
、
各
府

省
の
業
務
の
実
施
状
況
に
つ
い

て
、
全
国
的
規
模
の
調
査
に
よ

り
、
課
題
や
問
題
点
を
把
握
・
分

析
し
、
改
善
勧
告
を
行
う
「
行
政

評
価
局
調
査
」、
政
策
評
価
に
関

す
る
基
本
的
事
項
の
企
画
立
案
や

各
府
省
が
行
う
政
策
評
価
の
推
進
、

点
検
と
い
っ
た
「
政
策
評
価
の
推

進
」、
国
民
か
ら
の
行
政
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
、
関
係
機
関

へ
の
あ
っ
せ
ん
を
行
い
改
善
を
促

す
「
行
政
相
談
」、
独
立
行
政
法

人
の
事
務
・
事
業
の
見
直
し
、
各

事
業
年
度
の
評
価
の
点
検
を
行
う

「
独
立
行
政
法
人
評
価
」
と
い
っ

た
業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　「
行
政
評
価
等
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

は
、
こ
う
し
た
行
政
評
価
局
の
業

務
を
重
点
的
、
計
画
的
に
実
施
す

る
た
め
の
中
期
的
な
業
務
運
営
方

針
と
し
て
策
定
し
て
い
る
も
の
で
、

毎
年
度
見
直
し
・
改
定
を
行
っ
て

い
ま
す
。

「「

震災時における申請手続の

申請手続に係る

東日本大震災における教訓を

（ ）

二者以上の応札のあった役

）

特別民間法人等の業務・運 消費者取引の適正化等に関科学研究費補助金の適正管
じ

新
規
着
手
テ
ー
マ
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● 

行
政
評
価
局
調
査

　
平
成
24
年
度
は
、「
震
災
対
応
」、

行
政
の
無
駄
、
非
効
率
の
根
絶
」、

国
民
の
安
全
・
安
心
」
を
柱
と

し
て
、
新
た
に
10
本
の
全
国
規
模

の
調
査
に
着
手
し
ま
す
。（
下
図

参
照
）

　
ま
た
、
各
府
省
の
取
組
や
社
会

的
な
問
題
の
発
生
状
況
等
に
つ
い

て
、常
時
、情
報
を
収
集
・
分
析
・

整
理
し
、
必
要
に
応
じ
緊
急
・
臨

時
に
調
査
す
る
な
ど
機
動
的
に
対

応
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
管
区
行
政
評
価
局
、
行
政
評
価

事
務
所
で
も
、
各
地
域
の
行
政
上

の
課
題
に
つ
い
て
具
体
的
改
善
を

図
る
た
め
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

● 

政
策
評
価
の
推
進

　
各
府
省
の
政
策
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
明
確
化
・
体
系
化
、
メ
リ
ハ
リ

あ
る
分
か
り
や
す
い
政
策
評
価
と

な
る
よ
う
、行
政
刷
新
会
議
の「
行

政
事
業
レ
ビ
ュ
ー
」
と
も
連
携
し
、

目
標
管
理
型
の
政
策
評
価
の
改
善

方
策
の
円
滑
な
実
施
を
推
進
し
ま

す
。

　
ま
た
、
各
府
省
が
行
っ
た
租
税

特
別
措
置
等
に
係
る
事
前
評
価
を

始
め
予
算
編
成
に
関
連
が
深
い
政

策
評
価
を
重
点
的
に
点
検
し
ま
す
。

● 

行
政
相
談

　
全
国
約
5
0
0
0
人
の
行
政

相
談
委
員
と
協
働
し
、
各
種
相
談
、

問
合
せ
等
に
迅
速
・
的
確
に
対
応

し
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災

の
被
災
者
の
相
談
の
受
付
や
要
望

把
握
の
活
動
を
積
極
的
に
行
い
ま

す
。

● 

独
立
行
政
法
人
評
価

　
新
制
度
へ
の
移
行
ま
で
の
間
、

各
法
人
の
適
正
、
効
果
的
・
効
率

的
な
運
営
に
資
す
る
よ
う
、
政
策

評
価
・
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員

会
の
活
動
を
的
確
に
補
佐
し
、
法

人
の
事
務
・
事
業
の
見
直
し
、
各

年
度
の
業
務
実
績
評
価
を
厳
格
に

行
い
ま
す
。

平
成
24
年
度

震
災
対
応

行
政
の
無
駄
、

非
効
率
の
根
絶

国
民
の
安
全
・

安
心

消費者取引
［政策評価］

する各種施策を総合的に評
価します。

医療安全対策
（医療事故及び
院内感染対策）

医療機関における医療事故
防止対策の実施状況、院内
感染対策の実施状況等を調
査します。

震災対策
災害応急・復旧対策

踏まえ、大規模災害時の資
材調達、関係機関の連携、
情報伝達等の対策等を調査
します。

刑務所出所者等の
社会復帰支援対策

刑務所出所者等に対する就
労支援等、社会復帰支援対
策の実施状況を調査します。

国民負担の軽減等
（震災関連中心）

規制緩和の状況、意見要望
等を把握し、早急に対応が必
要な課題等を調査します。

契約における実質的な
競争性の確保（役務契約

務契約について、応札条件
の設定、情報の公表など、契
約の競争性が確保されている
かを調査します。

科学研究費補助金の
適正な使用

理に関し、文部科学省が講
ている措置と効果、受給機関
における取組状況等を調査し
ます。

農地公共事業
（農業水利施設）

農業水利施設の予防保全対
策（ストックマネジメント）の取
組状況等を調査します。

特別民間法人等に対する
指導監督

営状況、各所管府省の特別
民間法人等に対する指導監
督の状況を調査します。

設立に認可を要する
法人調査

設立認可等の審査、行政庁
による指導監督等が適切に
行われているかなどを調査しま
す。

総務省　行政評価局「行政評価等プログラムについて」
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/hyouka/kyotsu_n/gyouseihyouka_pg.html
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地震火災から
命を守るために

火災による被害を最小限に抑えよう！

、

製
作
さ
れ
ま
し
た
。

地震時の
「
火災原因！

危険！

日常では、火元になることが
観
地
要

注意！

落下物が電気製品に接触
し
可
震
ない状況下で発生します。

地震による激しい揺れで物
が
り
に
に

通電火災の原因の多くは

し
わずか1分で発煙。

阪神･淡路大震災では、
コ う
な
地
火
的

に
た

き

器具でしっかり固定！

住宅用火災警報器を所定

と

家を離れ避難するときは必

や
に

火災が発生したら「火事だ」
と

性がある。

検 索
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消防庁では東日本大震災を踏まえ、地震発生時に住宅内において発生する火災に着目した再現実験を行い、
火災予防啓発ビデオ「地震火災から命を守るために」を製作しました。

火
災
予
防
啓
発
ビ
デ
オ

製
作
の
経
緯 

　
平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
震
源
域

か
ら
離
れ
た
首
都
圏
で
も
、
地
震

と
余
震
が
続
発
し
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、
と
く
に
住
宅
に
お
い

て
、
地
震
に
起
因
す
る
火
災
が
多

数
発
生
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
我
が
国
は
、
近
い
将
来

に
お
い
て
、
首
都
直
下
型
地
震
及

び
東
海
・
東
南
海
・
南
海
連
動
型

地
震
等
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
火
災
予
防
啓
発
ビ
デ
オ
は

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
地
震
の
揺

れ
に
よ
り
製
品
・
器
具
が
関
係
し

て
発
生
し
た
火
災
を
再
現
す
る
実

験
を
行
い
、
同
じ
種
類
の
火
災
に

よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
の
火
災
予
防
啓
発
資
料
と
し
て

 

ありえない」

　この映像資料では、居住空間でどの
ように地震火災が発生するかを実験で
再現しました。地震の揺れによって、室
内の衣類が石油ストーブの上に落下す
ると、わずか4分で発煙します。また、日
常では火元になることがまれな電気スタ
ンドや観賞魚用ヒーターなども、地震時
には火元となることが実験によって確認
されました。電気ストーブでは地震後に
電気が復旧し、周囲の可燃物を過熱す
る通電火災も起こります。 建物が無事
でも、家具や家電製品などの転倒・落
下、さらに室内の散乱状態によって火
災を招き、避難が遅れてしまいます。こ
れが地震火災の怖さです。

散乱。実験では地震によ
衣類が石油ストーブの上
落下。4分で発煙し室内
充満します。

地震後に電気が復旧し、
電気ストーブに通電されたこ
とで、周りの可燃物を加熱
て起こるもの。実験では

たり、電気製品が転倒し
燃物に接触するなど、地
火災は日常では考えられ

めずらしい電気スタンドや
賞魚用ヒーターなども、
震時には火元になるので

地震火災から命を守るためにできることは？

　地震火災から命を守るポイントについて、仙台市消防局の
山田氏と、東京理科大学大学院関澤教授に伺いました。
● 出口付近の家具を転倒防止器具でしっかり固定する。
● 住宅用火災警報器を所定の位置に必ず取り付ける。
● 火災が発生した場合は「火事だ」と大声で叫び、隣近所
に助けを求めながら逃げることも初期消火の面では重要。 
● 大きな地震で同時多発火災が発生した際、消防力が不
足するとそのうちのいくつかが延焼拡大し、大規模火災に
なってしまうことがある。大きな火を消す前に、火災そのも
のを発生させないこと。この出火防止がある意味最も根本

的な防火対策。
● 地震の際はまず身を守ることが大事。揺れがおさまった
ら火の始末、火の元の確認。
● ガスの元栓、電気器具のスイッチは切っておく
● 避難で家を離れるときは必ずブレーカーを落とす。余震
による落下物や転倒でスイッチが入ってしまう場合や配線
が傷んで火災の元に。
● 対震消火装置のような安全器具付きの火気器具を使う。
　出火防止は、誰もができる確実で効果的な自主防災です。 

大地震や余震への備えをもう一度、確認しましょう。 

叫びながら逃げる。隣近
所に助けを求めることで、
初期消火につながる可能

の位置に必ず取り付けるこ
で、隣室や近隣に火災を
知らせ逃げ遅れを防ぐ。

仙台市の調査では事前
転倒防止措置を行ってい
家庭の家具は、ほとんど倒
れることなく安全に避難で
た。大型家具は転倒防止

ずブレーカーを落とす。余震
でスイッチが入るケース
配線が傷んで火災の元
なる。

ップ1杯の水で消せそ
小さな火を消せず、市街
火災になった例もある。
災を出さないことが根本
な防災。

地震火災から命を守るために
の動画をご覧ください！！

総務省消防庁　「地震火災から命を守るために」
http://www.fdma.go.jp/html/life/yobou_contents/materials/movie/mov9.html



春には色鮮やかな花

光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

智
村
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
続
き
ま
す
。

CITY PROFILE

人口：6,822 人（平成24年6月1日現在）

面積：214.47 km²

HP：http://www.vill.achi.nagano.jp/

阿智村役場

清内路振興室

昼神
温泉郷

浪合振興室

中央自動車道

園原 I.C

阿智川

153

256

恵那山

阿智村
長野県
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南
ア
ル
プ
ス
を
望
む

温
泉
と
花
桃
の
里

　
山
々
の
間
を
縫
う
よ
う
に
広
が

る
水
田
、
村
人
た
ち
の
笑
い
声
が

響
く
果
樹
園
、
時
折
聞
こ
え
る
牛

や
鶏
の
鳴
き
声
。
ゆ
っ
た
り
と
し

た
時
の
流
れ
の
な
か
で
、
古
き
良

き
農
村
の
姿
を
垣
間
見
ら
れ
る
こ

こ
は
、
長
野
県
下
伊
那
郡
阿
智
村
。

長
野
県
の
南
部
、
岐
阜
県
と
の
県

境
に
接
す
る
山
あ
い
の
農
村
で
す
。

春
に
は
見
事
な
花
が
咲
き
誇
る
花

桃
の
名
所
と
し
て
も
知
ら
れ
、
南

信
州
最
大
の
温
泉
郷
「
昼
神
温
泉

郷
」
を
有
し
て
お
り
、
多
く
の
観

村
を
ま
る
ご
と

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に

　
山
々
に
囲
ま
れ
た
阿
智
村
で
は
、

豊
富
な
山
林
資
源
を
生
か
し
た
地

域
循
環
型
社
会
の
形
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
の
推
進
。
薪
ス
ト
ー
ブ

の
導
入
を
支
援
し
、
山
林
資
源
で

あ
る
「
薪
」
の
価
値
を
高
め
る
こ

と
で
、
地
域
の
林
業
の
活
性
化
を

狙
い
ま
す
。ま
た
、「
薪
ス
タ
ン
ド
」

の
設
置
な
ど
地
域
内
流
通
を
整
備

し
て
、
経
済
の
循
環
も
視
野
に
入

れ
た
取
組
を
模
索
中
で
す
。

　
自
然
や
歴
史
、
文
化
の
宝
庫
で

あ
る
阿
智
村
で
は
、
村
全
体
を
屋

根
の
な
い
博
物
館
と
み
な
す「
全

村
博
物
館
構
想
」を
掲
げ
て
い
ま

す
。
村
民
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分

た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域
に
は
ど

の
よ
う
な
資
源
が
あ
る
の
か
、
ど

の
よ
う
な
歴
史
が
あ
る
の
か
を
再

発
見
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
住
む

こ
と
の「
誇
り
」に
つ
な
が
り
ま

す
。
集
落
維
持
の
た
め
の
第
一
歩

は
、
村
民
が「
住
ん
で
い
て
楽
し
い

と
思
え
る
村
」を
つ
く
る
こ
と
。
阿

美しい水田が広がる伍和
地区。奥に見えるのは南ア
ルプスの雄大な山々。

昼神温泉の朝市。
昭和56年から一日
も欠かすことなく、毎
朝6時頃から開催さ
れている。

桃が咲き乱れる「花
桃の里」。毎年多くの
観光客でにぎわう。



し
れ
ま
せ
ん
。

I・Uターンを奨励！
地方力

1
充実した
定住支援制度

村主導で年8回実

「

23 MIC   July 2012

小塚英且さん、恵美子さん夫妻。
空き家をリフォームした室内には薪
ストーブが。これも地域の山林資
源活用につながっている。

　「
阿
智
村
は
役
場
の
対
応
が
早

か
っ
た
ん
で
す
。
す
ぐ
に
地
元
の

有
機
農
業
家
を
紹
介
し
て
く
れ
る

な
ど
、
そ
の
日
の
う
ち
に
人
の
つ

な
が
り
が
で
き
ま
し
た
」
と
話
す

の
は
、
平
成
21
年
に
I
タ
ー
ン
し

た
小
塚
英ひ
で

且か
つ

さ
ん
、
恵
美
子
さ
ん

夫
妻
。
耕
作
放
棄
地
を
開
墾
し
て

有
機
農
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。「
地

域
資
源
を
生
か
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
が
理
想
。
将
来
は
農
家
民
泊
も

行
っ
て
、
人
々
に
自
然
豊
か
な
環

境
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
」

　
村
民
の
高
齢
化
、
若
者
の
都
市

部
流
出
に
よ
り
、
集
落
維
持
が
難

し
く
な
っ
て
き
た
阿
智
村
で
は
、

村
外
の
若
者
の
定
住
と
新
規
就
農

に
幅
広
く
門
戸
を
開
い
て
い
ま

す
。
地
元
住
民
に
対
す
る
新
規
就

農
者
へ
の
理
解
促
進
、
空
き
家
提

供
の
交
渉
な
ど
、
村
の
地
道
な
活

動
が
実
を
結
び
、
年
々
I
タ
ー

ン
者
が
増
加
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、「
農
業
婚
活
」
や
若
者
定
住

促
進
住
宅
の
支
援
な
ど
に
も
力
を

入
れ
、
若
者
を
呼
び
込
ん
で
集
落

人
口
の
維
持
に
つ
な
げ
ま
す
。

南アルプスを望む
小塚さんの畑は、荒
れ放題だった耕作
放棄地を村の支援
で開墾したもの。

施している「農業婚
活」。2年半でのべ
300人弱が参加、3
組が結婚に至った。

若者パワーで
村に元気を！

地方力

2
地域おこし
協力隊

　
阿
智
村
で
は
、
都
会
か
ら
来
た

3
人
の
若
者
が
奮
闘
し
て
い
ま

す
。
彼
ら
は
、
総
務
省
が
推
進
す

る
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の

隊
員
。
阿
智
村
か
ら
の
委
託
を
受

け
、
地
域
で
生
活
し
、
農
林
業
の

応
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
大
藪
さ
ん
は
山
仕
事
を
メ
イ

ン
で
行
い
な
が
ら
、
持
続
可
能

な
循
環
型
む
ら
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。「
孫
の
代
ま
で

住
み
た
い
と
思
え
る
村
に
し
た

い
。
田
ん
ぼ
の
水
や
木
材
を
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
で
き

な
い
か
と
、
試
行
錯
誤
の
日
々
で

す
」。
村
で
の
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

は
「
挨
拶
と
地
域
の
活
動
を
楽
し

む
こ
と
」
と
本
柳
さ
ん
。「
隣
近

所
の
付
き
合
い
は
3
6
5
日
休

み
な
し
。
都
会
よ
り
も
忙
し
い
で

す
」。
最
近
加
入
し
た
ば
か
り
の

木
下
さ
ん
も
、「
身
の
丈
に
合
っ

た
産
業
を
作
っ
て
集
落
を
維
持

し
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

　
村
で
の
生
活
に
本
気
で
向
き

合
い
、
体
当
た
り
で
取
り
組
む
3

人
の
若
者
た
ち
の
存
在
は
、
村
の

活
性
化
の
起
爆
剤
と
な
る
か
も

田植えに精を出す（左から）大藪さん、木下さん、本柳さ
ん。稲のラインが芸術的曲線を描いているのはご愛敬。

協力隊員をサポート
する木工家の田中
正宏さんも、浜松か
らのIターン者。

端材を利用して自
ら企画したイベント
ひるいち」の看
板づくりを行う協力
隊員たち。

村の心強いサポートで
スムーズな移住が実現

Iターン就農者 岩田知之さん

　東京出身でサラリーマンをしていまし

たが、30歳で脱サラ。有機農業の研

修、アフリカでの農業指導ボランティ

アを経て、家族で田舎暮らしをするた

めの移住先を探しているときに阿智村

と出会いました。

　阿智村は、空き家の紹介や畑の開

墾など役場のバックアップ体制が整っ

ているので、移住・就農をスムーズに

実現できました。Iターンして2年。地

元の方々にも温かく迎え入れていただ

き、村での暮らしから農業のことまで、

様々なアドバイスをもらっています。娘

も隣のおばあちゃんにかわいがってもら

い、それがおばあちゃんの見守りにつ

ながる。地域ぐるみでお互いが支え合

える関係を作れるのが、田舎暮らしの

いいところだと思います。
家族で阿智村への Iターン＆就農を果たした岩田さん
一家。
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